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ヤ
マ
場
に
む
け
た
闘
争
体
制

都
本
部
は
、
東
京
都
・
特
別

区
人
事
委
員
会
に
お
け
る
勧
告

の
取
り
扱
い
が
不
透
明
な
な

か
、
人
事
院
の
一
時
金
先
行
勧

告
の
内
容
を
踏
ま
え
、
10
月
20

日
の
第
1
回
単
組
代
表
委
員
会

で
2
0
2
0
賃
金
確
定
闘
争
方

針
を
確
立
し
た
。
こ
の
間
、
民

間
賃
金
や
人
事
院
、
各
人
事
委

員
会
で
月
例
給
の
プ
ラ
ス
改
定

が
勧
告
さ
れ
る
中
、
東
京
都
で

は
月
例
給
の
引
き
上
げ
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
。
特
別
区
で
は
、

職
級
再
編
に
伴
う
民
間
給
与
実

態
調
査
に
お
け
る
比
較
対
応
関

係
に
か
か
る
必
要
な
見
直
し
が

さ
れ
ず
、
不
当
な
月
例
給
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
2
年
連
続
で
行

わ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
状
況

を
背
景
に
、
東
京
の
生
活
実
態

に
見
合
う
賃
金
水
準
の
改
善
、

一
時
金
の
引
き
上
げ
を
掲
げ
、

11
月
13
日
と
20
日
の
2
波
に
わ

た
る
統
一
行
動
日
を
背
景
と
す

る
闘
争
体
制
を
構
築
し
た
。

都
労
連

都
人
勧
の
一
時
金
先
行
勧
告

を
受
け
て
11
月
2
日
の
団
体
交

渉
に
お
い
て
、
国
や
他
団
体
の

引
き
下
げ
幅
を
上
回
る
一
時
金

の
引
き
下
げ
勧
告
は
到
底
納
得

で
き
な
い
こ
と
、
と
り
わ
け
引

き
下
げ
を
期
末
手
当
で
差
し
引

く
こ
と
で
会
計
年
度
任
用
職
員

の
期
末
手
当
も
引
き
下
げ
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
訴

え
、
交
渉
に
臨
ん
だ
。

さ
ら
に
都
側
は
、
都
政
の
構

造
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
進
め

る
こ
と
が
必
要
と
し
て
旅
費
制

度
、
共
済
制
度
の
見
直
し
を
提

案
し
た
。

例
年
の
取
り
組
み
が
困
難
を

極
め
る
中
、
人
事
委
員
会
に
対

す
る
要
請
行
動
や
署
名
行
動
に

取
り
組
み
、
都
側
へ
の
要
求
実

現
要
請
行
動
で
は
ビ
ラ
配
布
に

変
え
て
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
る

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
早
朝

宣
伝
行
動
等
、
可
能
な
限
り
の

大
衆
行
動
に
取
り
組
み
労
使
交

渉
を
尽
く
し
、
1
時
間
ス
ト
ラ

イ
キ
を
背
景
と
し
た
11
月
12
日

の
交
渉
後
の
都
側
最
終
回
答
を

も
っ
て
妥
結
と
し
た
。

一
時
金
に
つ
い
て
は
都
人
勧

ど
お
り
で
妥
結
し
た
一
方
、
旅

費
制
度
に
つ
い
て
は
実
費
弁
償

の
性
格
を
損
な
う
と
し
て
、
旅

行
中
の
公
務
に
係
る
通
話
料
金

等
に
つ
い
て
は
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
な
ど
、
当
初
提
案
か
ら

一
定
押
し
戻
し
た
。
さ
ら
に
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援

業
務
従
事
の
た
め
福
島
県
で
働

く
職
員
が
現
地
で
退
職
し
た
場

合
の
帰
往
旅
費
に
つ
い
て
支
給

対
象
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、
都

労
連
要
求
と
し
て
、
子
ど
も
の

看
護
休
暇
の
取
得
の
要
件
緩

和
、
介
護
休
暇
等
の
対
象
者
の

拡
大
、
結
婚
休
暇
・
長
期
勤
続

休
暇
の
特
例
措
置
な
ど
を
勝
ち

取
っ
た
。

特
区
連
・
東
京
清
掃
労
組

特
区
連
・
東
京
清
掃
労
組

は
、
一
時
金
に
つ
い
て
は
勧
告

ど
お
り
で
妥
結
し
た
一
方
、
行

政
系
人
事
制
度
（
主
任
職
昇
任

選
考
（
種
別
Ｃ
）、
係
長
職
能

力
実
証
（
種
別
Ｂ
））
の
特
例

の
期
間
延
長
と
対
象
の
拡
大
、

技
能
・
業
務
系
人
事
制
度
（
技

能
主
任
職
昇
任
選
考
、
技
能
長

職
昇
任
選
考
）
の
特
例
の
期
間

延
長
を
勝
ち
取
っ
た
。
こ
の
行

政
系
人
事
制
度
の
特
例
の
延
長

は
、
2
0
1
8
年
か
ら
の
マ
イ

ナ
ス
勧
告
の
原
因
と
な
っ
た

「
職
員
構
成
比
の
歪
み
」
を
解

消
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
措

置
で
あ
る
が
、
係
長
職
の
増
と

主
任
職
の
昇
任
率
の
改
善
、
技

能
系
職
員
の
昇
任
意
欲
の
向
上

を
求
め
要
求
し
て
き
た
も
の

だ
。第

4
回
と
な
る
団
体
交
渉
に

お
い
て
区
長
会
か
ら
「
適
正
な

職
員
構
成
の
実
現
に
向
け
て
万

策
を
尽
く
す
途
上
に
あ
り
、
豊

富
な
経
験
を
有
す
る
職
員
の
人

材
活
用
を
図
る
と
と
も
に
適
正

な
職
員
構
成
の
実
現
に
資
す
る

対
応
が
必
要
と
判
断
」
と
最
終

回
答
で
引
き
出
し
た
。
ま
た
、

再
任
用
賃
金
水
準
に
つ
い
て
、

国
で
は
補
完
的
業
務
を
担
当
と

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
臨
時

的
・
補
完
的
で
は
な
い
常
勤
職

員
と
同
様
の
職
務
と
さ
れ
な
が

ら
、
国
よ
り
も
大
幅
に
低
い
水

準
と
な
る
定
年
前
の
6
割
に
満

た
な
い
状
況
か
ら
「
定
年
退
職

時
の
職
務
の
級
と
同
等
を
基
本

と
す
る
」
こ
と
を
強
く
求
め
、

次
期
給
与
改
定
交
渉
期
に
結
論

が
得
ら
れ
る
よ
う
協
議
を
行
っ

て
い
く
旨
の
回
答
を
引
き
出

し
、
11
月
19
日
に
妥
結
し
た
。

市
町
職

市
町
職
は
不
当
な
マ
イ
ナ
ス

改
定
を
行
わ
せ
な
い
こ
と
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

の
引
き
下
げ
を
実
施
さ
せ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
意
思
統
一
し
て

交
渉
に
臨
ん
だ
。

労
使
交
渉
に
お
い
て
、
常
勤

職
員
と
異
な
り
、
会
計
年
度
任

用
職
員
は
、
勤
勉
手
当
の
支
給

が
な
く
、
期
末
手
当
し
か
支
給

さ
れ
な
い
実
態
か
ら
、
同
じ
月

数
を
引
き
下
げ
る
（
△
0
・
1

月
）
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
こ

と
を
強
く
訴
え
た
が
、
各
自
治

体
当
局
は
頑
な
に
「
都
準
拠
」

を
貫
い
た
。

「
都
準
拠
」
の
壁
を
打
ち
破

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

立
川
市
職
労
で
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
期
末
手
当
に
つ
い

て
今
年
度
の
引
き
下
げ
は
行
わ

な
い
、
調
布
市
職
労
、
清
瀬
市

職
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
手
当
に
つ
い
て
は
制
度
確
立

時
の
経
過
措
置
期
間
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
引
き
下

げ
は
実
施
し
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
日
野
市
職
で

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
手
当
引
き
下
げ
の
月
数
を
圧

縮
す
る
と
と
も
に
、
休
暇
制
度

の
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
。

ま
た
、
町
田
市
職
労
で
は
部

分
休
業
の
取
得
要
件
の
拡
大

（
小
学
校
1
年
生
ま
で
、
会
計

年
度
任
用
職
員
含
む
）
を
組
合

員
の
声
を
背
景
と
し
た
交
渉
で

獲
得
し
、
都
労
連
で
妥
結
し
た

結
婚
休
暇
、
長
期
勤
続
休
暇
の

特
例
に
つ
い
て
は
三
鷹
市
職

労
、
調
布
市
職
労
、
あ
き
る
野

市
職
、
自
治
労
多
摩
市
職
で
対

応
す
る
と
の
回
答
を
引
き
出
し

た
。

2020確定闘争
一 時 金 交 渉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
人
事
院
勧
告
と
同
様
に
東
京
都
人
事
委

員
会
は
10
月
30
日
に
常
勤
職
員
△
0
・
1
月
（
再
任
用
△
0
・
05
月
）
の
期
末
手
当
に
よ
る
引

き
下
げ
、
特
別
区
人
事
委
員
会
は
10
月
23
日
に
常
勤
職
員
△
0
・
05
月
（
再
任
用
△
0
・
05

月
）
の
期
末
手
当
に
よ
る
引
き
下
げ
と
す
る
一
時
金
の
勧
告
を
行
っ
た
。
月
例
給
の
勧
告
は
先

送
り
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
時
金
の
取
り
扱
い
を
中
心
と
し
て
要
求
実
現
に
む
け
て
た
た
か

い
を
進
め
た
。

▲ヤマ場にむけ意思統一する東京清掃労組の皆さん（11・16総決起集会）

東
京
都
△
0
・
1
月
特
別
区
△
0
・
05
月

市
町
職
は
都
準
拠
で
妥
結

早
い
も
の
で
、

今
年
も
残
す
と
こ

ろ
1
か
月
。
毎
年

恒
例
の
大
掃
除
の

時
期
で
あ
る
。
日

常
的
な
掃
除
は
、

土
日
や
祝
日
に
や
る
が
隅
々

ま
で
出
来
な
い
▼
大
掃
除
と

な
る
と
、
家
の
中
だ
け
で
な

く
周
り
も
あ
り
、
面
倒
で
あ

る
。
更
に
、
自
治
会
で
は
年

に
2
回
の
排
水
溝
を
含
め
た

大
掃
除
も
あ
り
、
憂
鬱
な
時

期
で
あ
る
。
最
近
は
断
捨
離

が
流
行
し
、
ま
た
ミ
ニ
マ
リ

ス
ト
の
方
々
も
多
く
身
の
回

り
を
綺
麗
に
す
る
と
気
持
ち

が
良
い
の
は
解
る
が
中
々
出

来
な
い
の
で
あ
る
▼
掃
除
の

話
で
、
仙
台
藩
の
基
礎
を
築

い
た
伊
達
政
宗
の
話
を
思
い

出
し
た
。
戦
国
時
代
に
は
城

替
え
が
頻
繁
で
あ
っ
た
。
政

宗
は
城
替
え
で
出
る
時
、

隅
々
ま
で
掃
除
を
指
示
し
、

チ
リ
一
つ
残
さ
ず
、
ま
た
壊

れ
て
い
る
所
は
修
理
を
し
て

か
ら
城
を
明
け
渡
し
た
。
凄

い
こ
と
で
あ
り
、
自
分
は
同

様
の
対
応
が
出
来
る
か
自
信

が
な
い
▼
掃
除
は
家
を
綺
麗

に
し
な
が
ら
自
分
の
心
も
綺

麗
に
し
て
く
れ
る
素
晴
ら
し

い
事
で
あ
る
。
気
持
ち
や
身

の
回
り
を
整
え
て
、
ス
ッ
キ

リ
と
新
年
を
迎
え
る
た
め
に

今
年
は
面
倒
が
ら
ず
に
大
掃

除
に
取
り
組
み
た
い
。

（
久
野
）

東奔西走

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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冒
頭
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
収
容
所

に
連
行
す
る
列
車
に
乗
せ
ら
れ

る
場
面
。
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
は
と

っ
さ
に
列
か
ら
離
れ
、
そ
ば
に

い
た
村
人
に
娘
の
ア
ー
ニ
ャ
を

預
け
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

で
会
お
う
」と
告
げ
、別
れ
た
。

そ
し
て
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
麓

に
佇
む
小
さ
な
村
に
画
面
が
移

る
。
1
9
4
2
年
、
第
二
次
世

界
大
戦
下
の
フ
ラ
ン
ス
。
ス
ペ

イ
ン
と
の
国
境
近
く
。
そ
こ
は

戦
争
の
気
配
が
ま
だ
来
て
い
な

い
の
ど
か
な
山
麓
の
村
。
13
歳

の
ジ
ョ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
捕
虜

に
な
り
不
在
の
父
親
に
代
わ
っ

て
羊
飼
い
と
し
て
一
家
を
支
え

て
い
た
。

あ
る
日
、
ナ
チ
ス
の
迫
害
か

ら
逃
れ
た
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
と
知

り
合
う
。
彼
は
義
理
の
母
の
家

で
、
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
ユ

ダ
ヤ
人
の
子
供
た
ち
を
匿
っ
て

い
て
、
山
の
向
こ
う
の
安
全
な

ス
ペ
イ
ン
に
逃
が
す
計
画
を
企

て
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
は
、
そ
れ

に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
つ
い
に
の
ど
か
な
村
に

も
ナ
チ
ス
が
や
っ
て
来
た
。

村
が
ナ
チ
ス
に
占
領
さ
れ

る
。
ジ
ョ
ー
は
自
分
の
家
族
や

友
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
ド
イ
ツ
兵

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
様
々

な
経
験
を
し
、
彼
ら
の
境
遇
や

人
生
を
垣
間
見
る
。
村
人
た
ち

は
ひ
そ
か
に
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
を

ス
ペ
イ
ン
に
逃
す
た
め
の
行
動

に
協
力
す
る
。

そ
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害

や
救
出
劇
を
め
ぐ
っ
て
、
人
々

の
連
帯
や
思
い
や
り
、
生
命
の

尊
厳
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学

び
、
ジ
ョ
ー
は
成
長
す
る
。
ジ

ョ
ー
の
父
親
が
ド
イ
ツ
の
収
容

所
か
ら
4
年
ぶ
り
に
帰
国
す

る
。
気
持
ち
の
荒
ん
で
い
た
父

親
も
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
子
ど
も
た

ち
の
救
出
作
戦
を
知
っ
て
、
協

力
を
惜
し
ま
な
い
。
村
人
た
ち

を
巻
き
込
ん
だ
救
出
作
戦
の
行

方
は
？
そ
し
て
ア
ー
ニ
ャ
は
や

っ
て
来
る
の
か
。

最
近
、
忙
し
さ
で
読
書
す
る

時
間
が
取
れ
て
い
な
い
が
、
昔

読
ん
だ
本
を
紹
介
し
た
い
。
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
で
あ
り
、
映
画

や
ド
ラ
マ
、
人
形
劇
等
に
も
な

っ
た
三
国
志
と
い
う
作
品
だ
。

時
代
は
中
国
の
後
漢
の
頃
で

主
人
公
は
劉
備
玄
徳
。
漢
皇
室

の
末
裔
の
血
を
受
け
継
ぎ
、
大

志
を
抱
き
、
仁
と
徳
の
男
気
を

持
っ
て
い
た
。
玄
徳
は
弱
っ
た

漢
の
復
興
を
願
い
、
義
兄
弟
、

関
羽
、
張
飛
と
桃
園
の
誓
い
を

立
て
て
逆
賊
の
魏
の
曹
操
に
闘

い
を
挑
む
が
敗
退
す
る
。
そ
の

際
、
兄
弟
は
散
り
散
り
に
な

り
、
兄
弟
同
士
が
敵
、
味
方
と

な
り
窮
地
に
落
ち
て
逃
げ
出
す

局
面
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
軍
師
諸
葛
亮
孔
明

を
三
顧
の
礼
で
迎
え
入
れ
、
水

を
得
た
魚
の
様
に
将
軍
が
戦
場

を
駆
け
回
り
、
逆
賊
の
魏
の
曹

操
を
苦
し
め
た
。
そ
し
て
、
玄

徳
は
孔
明
の
力
を
借
り
、
蜀
と

い
う
国
を
起
ち
上
げ
て
三
国
志

時
代
へ
と
入
っ
て
い
く
。
玄
徳

の
死
後
、
孔
明
は
玄
徳
の
長
男

を
補
佐
し
、
敢
え
て
ナ
ン
バ
ー

2
と
し
て
国
を
支
え
る
が
、
孔

明
の
死
後
に
は
魏
が
中
国
を
平

定
す
る
。
戦
国
も
の
が
好
き
な

ら
今
一
度
読
み
直
す
こ
と
も
お

す
す
め
し
た
い
。

い
く
ら
将
軍
が
強
く
て
も
そ

れ
を
用
い
る
戦
略
家
、
優
秀
な

る
軍
師
が
居
な
く
て
は
戦
に
勝

て
な
い
と
い
う
こ
と
。
自
治
労

は
組
合
に
結
集
し
て
通
年
闘
争

を
闘
っ
て
い
る
。
ど
こ
の
単
組

に
も
素
晴
ら
し
い
委
員
長
が
い

る
が
、
や
は
り
組
織
を
回
す

「
軍
師
＝
書
記
長
、
副
委
員

長
、
書
記
次
長
、
会
計
、
担
当

執
行
委
員
」
が
い
な
く
て
は
組

織
全
体
が
う
ま
く
回
っ
て
い
か

な
い
。
私
が
組
合
活
動
を
始
め

て
い
か
に
組
織
や
仲
間
が
大
切

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
1
冊
で
あ
る
。

�出身地：東京都
�組合歴：執行委員

書記次長3期
執行委員長7期

�趣 味：サイクリング、
ツーリング等

た
ち
か
わ

お
さ
む

国
分
寺
市
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

立
川

修

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌『

三
国
志
』

著
者
：
吉
川

英
治

『
ア
ー
ニ
ャ
は
、き
っ
と
来
る
』
監
督
：
ベ
ン
・
ク
ッ
ク
ソ
ン

ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
羊
飼
い
の
少
年
と
村
人
た
ち
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�11月27日（金）より、
新宿ピカデリー他全国ロードショー

都
本
部
臨
時
・
非
常
勤
協
議

会
は
11
月
29
日
、
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
で
第
17
回
総
会
を
開
催

し
、11
単
組
28
名
が
参
加
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
橋
爪
都

本
部
臨
時
・
非
常
勤
協
議
会
議

長
（
八
王
子
市
臨
時
・
非
常
勤

職
員
組
合
）
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

の
も
と
予
測
不
能
な
世
の
中
と

な
っ
た
。
人
生
も
1
0
0
年
の

時
代
。
自
分
の
生
き
方
等
、
働

き
方
改
革
も
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
見
直
す
時
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
働
き
方
改
革

の
し
わ
寄
せ
が
会
計
年
度
任
用

職
員
に
来
る
べ
き
で
な
い
と
思

っ
て
い
る
。
協
議
会
で
は
、
横

の
つ
な
が
り
を
強
め
、
情
報
共

有
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
と
も

に
働
き
や
す
い
職
場
作
り
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
訴
え

た
。2

0
1
9
年
度
経
過
報
告
、

2
0
2
0
年
度
活
動
方
針
案
及

び
役
員
体
制
案
が
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
、
橋
爪
議
長
か
ら
新

役
員
紹
介
後
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
閉
会
し
た
。

総
会
終
了
後
は
『
ど
う
や
っ

て
決
ま
る
の
？
私
た
ち
の
賃
金

・
手
当
』
と
題
し
、
都
本
部
須

﨑
労
働
局
長
が
講
演
。
労
働
基

本
権
の
解
説
か
ら
始
ま
り
、
地

方
公
務
員
の
給
与
決
定
と
勧
告

制
度
に
つ
い
て
学
習
を
深
め

た
。
須
﨑
労
働
局
長
は
「
最
終

的
に
は
労
使
交
渉
が
重
要
。
そ

し
て
そ
の
た
め
に
は
、
単
組
で

の
学
習
と
仲
間
づ
く
り
が
大
切

に
な
っ
て
く
る
」
と
呼
び
か
け

た
。都

本
部
臨
時
・
非
常
勤
協
議

会
は
、
自
治
体
単
組
と
連
携
の

も
と
、
働
き
が
い
の
あ
る
制
度

で
働
き
続
け
る
た
め
、
引
き
続

き
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

全
体
で
共
有
し
、
閉
会
し
た
。

2020年7月に九州、東海地方を中心
に発生した豪雨災害に対し、自治労は
7月28日から各単組・支部・組合員の
皆様に「災害特別カンパ」のお願いを
してきました。皆様の多大なるご協力
により、2，183，533円（11月30日現在）
のカンパが集まりました。
お預かりしたカンパは自治労本部へ
送金し、被災県本部との協議のもと関
係単組に支援金として支出されます。
皆様のご協力に深く感謝申し上げま
す。誠にありがとうございました。

横のつながり大切に
働きやすい職場づくりへ

2020年7月豪雨災害「特別カンパ」
2，183，533円

ご協力ありがとうございました 都本部臨時・非常勤協議会第17回総会

▲橋爪議長による団結がんばろうで閉会した
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